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広域観光とは



広域観光ルートを作る？



長野県観光機構独自調査
調査対象：大学2年～4年生（日本人35名、留学生20名）



Google Mapの使用感は、「点」と「点」をつなぐ



ルートとは、最初から存在するものではなく、

「点」と「点」がつながって、はじめて形成されるもの。

観光ルートとは、最初から存在するものではなく、

「出発地点」と「目的地点」がつながって、はじめて形成されるもの。



どうしても行きたい場所があるから
人は移動する

市町村境を超えて



広域観光の進め方



①各地域の個性を磨く

「泊まる」「食べる」「体験する」「買う」を

全て自地域（各市町村）で整備しようとするのではなく、

自地域の得意分野に特化し、弱い部分は近隣地域に任せる。

自地域の文化を大切にする。



②情報の統合

各地域の個性に関する情報を広域内で共有し、

観光客とのタッチポイントで統合的な情報発信をする。

広域で俯瞰したときに、弱いところがあれば、

どこかの地域が頑張る。



③移動手段の整備

広域だからこそ、スムーズかつ早く移動できる移動手段が重要。

住民生活や環境へのインパクトにも配慮したい。



①各地域の個性を磨く

②情報の統合

③移動手段の整備

松本広域内に、どうしても行きたい個性的な場所を増やし、

その移動を支える便利な移動手段を整備することで、

広範囲に移動しながら楽しんでくれる観光客を増やす。


